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権
区
藤
で
開
壌

誰
も
が
共
に
支
え
あ
っ
て
生
き
ら

れ
る
共
生
社
会
促
進
事
業
と
し
て
、

２
回
目
の
障
が
い
児
者
交
流
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
を
、
３
用
‐１
日
公
民
館
ホ

ー
ル
で
、
市
社
協
と
共
催
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
障
が
い
児
者
は

中
川
町
の
「ま
な
び
」を
は
じ
め
八
幡
、

里
矢
場
、
大
橋
、
板
倉
、
葉
鹿
か
ら

８
組
２
名
と
、
７
月
に
山
辺
に
障
が

い
者
グ
ル
ー
ブ
ホ
ー
ム
を
開
設
予
定

の
事
業
体
か
ら
２
名
ｃ

当
方
は
、
自
主
志
願
の
高
校
生
や

会
場
に
顔
を
出
し
て
く
れ
た
小
営
生

も
加
ぇ
て
３４
名
ｏ

昨
年
の
経
験
か
ら
、
見
る
　
間
＜

の
ワ
ン
ウ
エ
イ
は
無
く
し
て
、
参
加

者
が
交
流
の
中
で
共
に
創
り
出
す
も

の
に
注
力
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
参

加
者
も
障
が
い
児
者
と
の
卓
で
の
会

話
交
流
に
積
極
的
に
参
加
し
サ
ロ
ン

雰
囲
気
を
和
ら
げ
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

で
も
共
に
ブ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
。

そ
し
て
会
場
の
ら
を

一
つ
に
ま
と

め
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
盛
り
上
げ
て
い

く
の
は
サ
ロ
ン
四
李
の
童
謡
∃
―
ラ

ス
隊
。
参
加
し
た
全
員
の
、
お
互
い

を
思
い
や
る
心
を
込
め
た
合
唱
が
会

場
に
満
ち
で
、　
一
人

一
人
が
こ
の
ひ

と
時
を
共
に
過
こ
せ
た
感
謝
と
感
動

の
内
に
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
社
会
で
の
障
が
い
児
者
と
の

交
流
が
更
に
ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ
し
て
い

く
た
め
に
は
こ
の
様
な
活
動
の
継
続

が
大
切
で
あ
ろ
う
。

〓
　
　
懃
き
□
い
を
調
ろ
一

本

年

１

月
Ｘ

日

に
、
市

社

協

設

互

％

周

年

記

念

事

業

の

一
環

と

し

て

地

域

福

祉

講

演

会

が

プ

ラ
ザ

大

丁

ル
に

で
開
催
さ
れ
た

。

講

師

は

そ

の
活

躍

ぶ

り

が

テ
レ

こ

ド

ラ

マ

一‐サ

イ

レ

ン
ト

プ

ア
」

の

モ

）

デ

ル

に

も

な

つ
た

地

城

福

社

の
究

極

の
プ

ロ
と

評

さ

れ

る

豊

中

市

社

協

の

Ｃ

Ｓ

Ｗ

（
コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ

ー

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

一
社

会

福

祉

士

）
勝

部

麗

子

氏

。

地

域

の

現

場

に

飛

び

込

み

住

民

と

共

に

問

題

解

決

に

取

り

組

ん

で
き

た

事

例

と

信

念

が

「
ひ

と

り

ぽ

っ
ち

を

つ
く

ら

な

い

」

と

い

う

演

題

で
語

ら

れ

、

多

く

の
感

動

と

共

感

を

呼

ん

だ

。

「日
本
整
形
外
科
の
父

田
代
義
徳
博
士
の

足
跡
を
尋
ね
て
」

田
代
義
徳
博
士
顕
彰
会

そ
の
四
　
先
進
国
留
学
か
ら
東
大
教
授
ヘ

“
才

（明
治
３３
年
）
、
文
部
省
留

学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
　
オ
ー
ス
ト
リ

ア
両
国
へ
派
遣
を
命
じ
ら
れ
る
。
当

時
ド
イ
ツ
で
は
外
科
営
会
か
ら
整
形

外
科
学
会
が
創
設
さ
れ
、
活
気
に
溢

れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
た
。

こ
の
機
に
義
徳
は
躍
動
す
る
∃
―

ロ
ツ
パ
整
形
外
科
学
会
に
身
を
置
い

て
、
そ
の
伝
統
と
技
術
を
学
び
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
留

学
中
に
助
教
授
と
な
り
、
明
治
ν
年

帰
国
し
、
医
学
博
士
の
学
位
を
授
与

さ
れ
る
．

）

″
才

（明
治
”
年
）
東
大
医
学
部

教
授
に
な
り
大
営
内
に
日
本
初
の
整

形
外
科
営
講
座
を
開
設
。
全
国
か
ら

優
秀
な
門
弟
達
が
集
ま
り
熱
心
に
単

ん
だ
。
義
徳
博
士
が
ド
イ
ツ
　
オ
ー

ス
ト
リ
ア
留
学
で
学
ん
だ
医
術
が
良

き
門
弟
達
に
引
き
継
が
れ
、
日
本
整

形
外
科
の
根
幹
を
形
成
し
て
い
っ

た
。義
徳
博
士
の
生
誕
百
周
年
を
祝
う

座
談
会
で
、
弟
子
の
一
人
が
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
「義
徳
博
士
が

東
大
に
整
形
外
科
講
座
を
開
設
さ
れ

て
今
年

（昭
和
４０
年
）
約
６０
年
で
あ

る
が
、
全
国
４６
の
医
大
す
べ
て
に
整

形
外
科
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内

３‐
の
大
学
の
教
授
が
義
徳
先
生
の
直

弟
子
で
あ
る
。
博
士
の
教
え
が
大
木

と
な
り
、
枝
を
伸
ば
し
、
葉
を
茂
ら

せ
て
い
る
と
言
え
る
。」

こ
の
事
実
が
博
士
の
最
も
大
き
な
業

績
で
あ
ろ
う
。

（次
回
は
博
土
の
母
校
山
辺
小
へ
の

思
い
を
記
し
ま
す
ｃ）

田代博士の肖像画

顕彰会誌より

第 9回


